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お
知
ら
せ

※
声
の
広
報
（
録
音
テ
ー
プ
）
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

★
秘
書
広
報
課
☎
㉕
１
１
５
５

※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合
からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

老人福祉センターつきみ荘の休館日 ☎㉒３６９６

18日㈪・25日㈪・２月１日㈪
余熱利用施設湯かっこの休館日 ☎㉒８１２６

12日㈫・18日㈪・25日㈪・２月１日㈪・８日㈪
戸田競艇（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程

３日㈰～８日㈮、10日㈰～13日㈬、16日㈯～20日㈬、２月５日㈮～８日㈪

自
立
支
援
医
療（
精
神
通
院
）の

受
給
者
証
を
お
持
ち
の
人
へ

ご
存
じ
で
す
か
、
水
洗
便
所
改
造

資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

犬
の
飼
い
主
の
み
な
さ
ん
へ『
飼

い
主
の
マ
ナ
ー
』を
守
り
ま
し
ょ

う

今月の納税納付〔納期限：２月１日㈪〕
・市県民税　　４期　　・国民健康保険税　７期
・介護保険料　７期　　・後期高齢者医療保険料　７期
　口座振替が便利です。ぜひご利用ください。

－市税夜間収納窓口のお知らせ－
日時　１月28日㈭　　　午後５時15分～７時
場所　・市役所１階　　収納課☎㉕１１２０　
　　　・総合支所１階　市民課税務係
　　　　　　　　　　　☎72１３３１（内線３２２）
※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用口
を、総合支所へお越しの際は正面玄関をご利用ください。

　

公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
た
め

の
工
事
費
に
つ
い
て
、
自
己
資
金

の
み
で
改
造
工
事
費
を
一
度
に
負

担
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
融

資
あ
っ
せ
ん
制
度
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
制
度
は
農
業
集
落

排
水
区
域
に
つ
い
て
も
ご
利
用
に

な
れ
ま
す
。

《
融
資
の
条
件
》

① 

改
造
工
事
を
し
よ
う
と
す
る
建

築
物
の
所
有
者
又
は
所
有
者
の

同
意
を
得
た
使
用
者
で
あ
る
こ

と
② 

市
税
、
下
水
道
受
益
者
負
担
金

な
ど
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

③ 

自
己
資
金
の
み
で
は
、
改
造
工

事
費
を
一
度
に
負
担
す
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る
こ
と

④ 

借
り
受
け
た
資
金
の
償
還
に
つ

い
て
弁
済
能
力
が
あ
る
こ
と

⑤ 

確
実
な
連
帯
保
証
人
が
１
人
い

る
こ
と

《
融
資
の
内
容
》

融 

資
額　

改
造
工
事
１
件
に
つ
き

５
万
円
以
上
50
万
円
ま
で

利 

率　

市
が
指
定
金
融
機
関
と
協

議
し
て
定
め
ま
す
。

利
子
の
負
担

• 

供
用
開
始
日
か
ら
２
年
９
か
月

以
内
に
申
し
込
み
を
し
、
か
つ

３
年
以
内
に
改
造
工
事
を
完
成

し
た
場
合
、
融
資
額
の
償
還
完

了
ま
で
の
利
子
相
当
額
を
補
給

• 

供
用
開
始
日
か
ら
２
年
９
か
月

を
経
過
し
た
後
に
申
し
込
み
を

し
た
場
合
、
融
資
額
の
償
還
完

了
ま
で
の
利
子
相
当
額
の
２
分

の
１
を
補
給

※
利
率
が
年
２
・
５
％
を
超
え
た

分
に
つ
い
て
は
、
自
己
負
担
に
な

り
ま
す
。

償 

還
方
法　

融
資
を
受
け
た
月
の

翌
月
か
ら
36
か
月
以
内
に
元
利

均
等
の
方
法
に
よ
り
月
賦
償
還

※
繰
り
上
げ
償
還
も
可
能
で
す
。

★
下
水
道
課
☎
㉕
１
１
４
６

　

自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
）

の
継
続
（
再
認
定
）
申
請
書
に
添

付
す
る
意
見
書
の
提
出
が
２
年
に

一
度
に
な
り
ま
す
。
４
月
１
日
以

降
に
有
効
期
間
が
始
ま
る
継
続
申

請
書
に
つ
い
て
は
、
前
回
意
見
書

を
提
出
し
て
い
れ
ば
、
再
度
提
出

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
た
だ
し
、
医
療
機
関
で
必
要
と

判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
意
見
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
継

続
（
再
認
定
）
の
た
め
の
申
請
書

の
提
出
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
毎

年
必
要
で
す
。
手
続
き
は
有
効
期

限
の
３
か
月
前
か
ら
で
き
ま
す
。

印
鑑
と
保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を

持
っ
て
い
て
、
自
立
支
援
医
療
を

同
時
に
申
請
す
る
場
合
、
手
帳
用

の
診
断
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ

り
、
意
見
書
の
提
出
が
不
要
に
な

り
ま
す
。
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
と
自
立
支
援
医
療
の
更
新
時

期
が
異
な
っ
て
い
て
も
、
自
立
支

援
医
療
の
有
効
期
間
を
短
縮
し
て
、

同
時
に
申
請
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★ 

福
祉
課
☎
㉕
１
１
２
５
、
総
合

支
所
健
康
福
祉
課
☎
72
１
３
３

１
（
内
線
３
１
２
）

　

か
わ
い
い
愛
犬
も
マ
ナ
ー
を
守

ら
ず
に
飼
う
と
、
周
囲
に
迷
惑
を

か
け
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

家
族
の
一
員
と
し
て
愛
犬
と
楽
し

く
暮
ら
す
た
め
に
も
、
マ
ナ
ー
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

◇ 

飼
い
主
の
責
任
で
す
！
フ
ン
は

持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
！

　

犬
は
自
分
で
フ
ン
を
持
ち
帰
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
愛
犬
を
散

歩
さ
せ
る
と
き
に
は
、
飼
い
主
が

必
ず
フ
ン
を
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

　

散
歩
の
際
に
は
、
フ
ン
を
持
ち

帰
る
道
具
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

◇ 

人
に
も
、
犬
に
も
迷
惑
で
す
！

放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

　

犬
の
放
し
飼
い
は
、周
囲
に
と
っ

て
は
大
変
迷
惑
で
す
。
綱
や
鎖
で

つ
な
ぐ
か
、
柵
や
お
り
4

4

な
ど
囲
い

の
中
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

　

犬
に
は
、
限
ら
れ
た
自
分
の
居

場
所
（
テ
リ
ト
リ
ー
）
が
必
要
で

す
。
そ
こ
が
犬
に
と
っ
て
安
心
で

き
る
場
所
に
な
り
ま
す
。
犬
が
落

ち
着
い
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
放

し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

◇ 

あ
な
た
が
主
人
で
す
！
最
後
ま

で
責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ

う
！

　

犬
に
共
通
す
る
習
性
、
そ
れ
ぞ

れ
の
犬
の
持
つ
性
格
を
よ
く
理
解

し
、
最
後
ま
で
愛
情
を
持
っ
て
飼

い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
妊
娠
を
望

ま
な
い
場
合
は
、
早
目
に
去
勢
手

術
、
避
妊
手
術
を
す
る
こ
と
も
考

え
ま
し
ょ
う
。

★
健
康
推
進
課
☎
㉔
２
０
０
３
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しんげの
一言メッセージ市長コラム

先人の積み重ねの上に
　昨年11月25日、県の知事公館において、ホームセン
ター業界トップクラスである㈱カインズの本社が本庄
早稲田駅南口へ３年後に移転する旨の記者発表を行う
ことができました。この誘致計画は、平成19年から市
が県や早稲田大学をはじめ、多くの関係者の協力を得る
中で進めてきた事業です。年商約3,500億円という、県
内に移転すれば第３位となる大手企業の本社誘致の決
定は、本当に喜ばしい限りです。しかも本庄市への移転
に合わせ、本社従業員も100人以上新規採用するとのこ
とで、雇用確保の面でも大きな効果が期待できます。
　市では、合併後の４年間の中で、企業誘致条例を制定
し、産業開発室という企業誘致のための部署をはじめ、
関係各課をあげて本庄の地を多くの企業にＰＲし、時に
は私自らトップセールスで企業誘致に取り組んでまい
りました。
　その結果、これまでに多くの企業の誘致に成功するこ
とが出来ました。例えば、児玉町児玉の小山川の南側に
は、『ガリガリ君』でおなじみの赤城乳業㈱の工場を深

『
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
』
の

受
付
に
つ
い
て

本庄市長

募　
　

集

第
23
期
青
少
年
相
談
員
を
募
集

２
０
１
０
年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ

ス
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

農
林
水
産
省
で
は
、
２
月
１
日

現
在
で
「
２
０
１
０
年
世
界
農
林

業
セ
ン
サ
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
農
林

業
・
農
山
村
地
域
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
最
も
基
本
的
な
調
査
で

す
。
１
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
農

　

市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、
設

計･

調
査･

測
量
業
務
、
土
木
施
設

維
持
管
理
業
務
の
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
の
受
付
（
追
加
受
付
）

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
な
お
、

申
請
は
埼
玉
県
電
子
入
札
共
同
シ

ス
テ
ム
へ
の
申
請
と
な
り
ま
す
。

資 

格
の
有
効
期
間　

４
月
１
日
〜

平
成
23
年
３
月
31
日

受 

付
期
間　

１
月
18
日
㈪
〜
29
日

㈮
受
付
場
所　

埼
玉
県
入
札
審
査
課

申 

請
方
法　

書
類
に
よ
る
申
請
の

み
。
対
面
審
査
を
行
い
ま
す
。

郵
送
及
び
電
子
申
請
に
よ
る
受

付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
申
請
の
手
引
き
、
申
請
書
様
式

は
、
埼
玉
県
入
札
審
査
課
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.pref.

saitam
a.lg.jp/A

01/BT
00/core.

htm
l

）
で
公
表
予
定
で
す
。

★
財
政
課
☎
㉕
１
１
６
５

在
宅
重
度
心
身
障
害
者
手
当
の
制

度
が
改
正
さ
れ
ま
す

　

１
月
か
ら
在
宅
重
度
心
身
障
害

者
手
当
の
制
度
が
次
の
と
お
り
改

正
さ
れ
ま
す
。

新
た
に
支
給
対
象
と
な
る
人

　

次
の
①
・
②
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
住
民
税
非
課
税
の
人

① 

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
１
級
の
人

② 

20
歳
未
満
の
超
重
症
心
身
障
害

児
で
一
定
の
要
件
を
満
た
す
人

支
給
対
象
外
と
な
る
人

　

 

本
年
１
月
１
日
以
降
新
た
に
障

害
者
手
帳
﹇
身
体
障
害
者
手

帳
・
療
育
手
帳
（
み
ど
り
の
手

帳
）・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
﹈
の
交
付
を
受
け
る
65
歳
以

上
の
人

※
た
だ
し
、
平
成
21
年
12
月
31
日

以
前
か
ら
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い

る
65
歳
以
上
の
人
で
、
住
民
税
非

課
税
の
人
は
引
き
続
き
手
当
を
支

給
し
ま
す
。

申 

請
手
続　

新
た
に
支
給
対
象
と

な
る
人
は
、
在
宅
重
度
心
身
障

害
者
手
当
支
給
申
請
書
の
提
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★ 

福
祉
課
☎
㉕
１
１
２
５
、
総
合

支
所
健
康
福
祉
課
☎
72
１
３
３

１
（
内
線
３
１
２
）

　

青
少
年
相
談
員
と
は
、 

地
域
の

子
ど
も
た
ち
の
相
談
・
話
し
相
手

と
な
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
す
こ

や
か
な
成
長
を
助
け
る
た
め
に
活

動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
悩
み
を
解
決
す

る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
ス
ポ
ー

ツ
、
野
外
活
動
を
通
じ
た
青
少
年

と
の
ふ
れ
あ
い
活
動
の
ほ
か
、
地

域
の
青
年
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
積
極

的
な
社
会
参
加
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

応
募
年
齢
・
資
格

① 

平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
、
18

歳
以
上
32
歳
以
下
の
人
（
高
校

生
を
除
く
）

② 

原
則
と
し
て
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者
で
、
活
動
に
積
極
的
に

参
加
で
き
る
人

★
生
涯
学
習
課
☎
㉒
３
２
４
８
・

　

ｆ

㉓
１
６
７
７

林
業
関
係
者
の
み
な
さ
ん
を
訪
問

し
、
調
査
票
に
農
林
業
の
経
営
状

況
な
ど
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
事
項
に

つ
い
て
は
、
統
計
以
外
の
目
的
に

は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
農
政
課
☎
㉕
１
１
７
６

谷市から誘致し、来月には操業を開始します。将来的に
は見学コースや直売所も併設される予定で、多くの見学
客、観光客が訪れることでしょう。
　まちづくりとは、先人の努力の積み重ねの上に、今を
生きる我々が後世のためになすべきことをコツコツと
なして行く営みであると思います。思えば優良企業の誘
致決定も、本庄市が高速交通網の拠点としての地位を確
立し、早稲田大学の研究機関の立地というほかに無い条
件を整え、さらに合併によってスケールメリットを生か
せるという、まさに先人のまちづくりの積み重ねの上
に、そして、多くの関係者のご尽力があって実現したも
のであります。特に、地権者の方々の「市の産業振興の
ためなら」というご協力が不可欠でした。
　今後とも、本庄市へのさらなる優良企業の誘致を促
し、広く市全体の経済の活性化を図り、将来の福祉や教
育の充実と持続可能なまちづくり、次の世代に誇りを
持って手渡せるまちづくりにつなげたいと考えていま
す。


